
来
年
実
施
の
岩
手
県

議
選
（
９
月
10
日
任
期

満
了
）
で
、
達
増
県
政

を
県
民
の
立
場
で
前
に

進
め
る
日
本
共
産
党
県

議
団
の
３
議
席
絶
対
確

保
を
ー
。
日
本
共
産
党

岩
手
県
委
員
会
は
20

日
、
盛
岡
市
で
山
下
芳

生
副
委
員
長
・
参
院
議

員
を
迎
え
て
演
説
会
を

開
き
ま
し
た
。

山
下
氏
は
、
達
増
県

政
が
憲
法
13
条
（
幸
福

追
求
権
）
に
基
づ
い
て
復

興
を
進
め
、
被
災
者
の

医
療
費

等

の
免

除

（
10

年
連
続
、

11

年
目

は
非
課

税
世
帯

限
定
）
、

住
宅
再

建
への
独

自
補
助

を
行
っ
て

き
た
と
強
調
。
中
学
生

ま
で
の
医
療
費
助
成
の

窓
口
無
料
化
、
県
立
病

院
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ

る
コ
ロ
ナ
対
応
な
ど
「県

民
の
生
活
を
守
る
達
増

県
政
の
継
続
発
展
へ
、

力
を
合
わ
せ
よ
う
」
と

訴
え
ま
し
た
。

山
下
氏
は
、
党
県
議

団
が
達
増
県
政
の
与
党

と
し
て
▽
県
民
運
動
と

結
ん
で
建
設
的
提
案
を

す
る
▽
議
会
前
に
「
県

政
要
望
を
聞
く
会
」
を

開
き
、
県
民
の
声
を
聞

く
▽
国
政
や
県
政
で
野

党
共
闘
を
リ
ー
ド
ー
と

い
う
３
つ
の
役
割
を
果

た
し
て
き
た
と
強
調
。
い

ま
国
政
で
も
党
の
値
打

ち
が
光
っ
て
い
る
情
勢
だ

と
力
説
し
、
「
共
産
党

を
大
き
く
し
、
県
議
選

と
知
事
選
で
勝
利
し
よ

う
」
と
入
党
を
呼
び
か

け
ま
し
た
。

演
説
会
で
は
、
達
増

拓
也
知
事
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

メ
ッ
セ
ー
ジ
は
震
災
復

興
な
ど
県
政
課
題
へ
の

党
の
支
援
に
改
め
て
感

謝
を
表
明
。
コ
ロ
ナ
危

機
の
下
で
の
統
一
協
会

と
の
癒
着
に
つ
い
て
「
こ

え
て
は
な
ら
な
い
一

線
を
こ
え
て
し
ま

う
政
治
か
ら
決
別

し
、
新
し
い
政
治
の

力
を
形
に
す
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
お

り
、
良
識
と
分
別

を
結
集
し
て
こ
の
難

局
を
乗
り
越
え
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
」と
述
べ
て
い
ま
す
。

山
下
氏
に
先
立
ち
、

来
年
の
県
議
選
に
挑
む

斉
藤
信
、
高
田
一
郎
、

千
田
美
津
子
の
３
県
議

が
決
意
を
語
り
ま
し
た
。

斉
藤
氏
は
、
県
議
団

が
達
増
県
政
の
与
党
と

し
て
被
災
者
の
医
療
費

等
の
免
除
や
被
災
地
福

祉
灯
油
を
継
続
実
施

さ
せ
、
コ
ロ
ナ
対
策
で

も
無
料
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
や

高
齢
者
施
設
で
の
定
期

的
頻
回
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

を
実
現
さ
せ
た
と
報
告
。

強
く
大
き
な
党
を
つ
く

り
、
県
政
を
前
に
進
め

る
党
３
議
席
確
保
へ
全

力
を
あ
げ
る
と
訴
え
ま

し
た
。

高
田
氏
は
、
飼
料
価

格
高
騰
で
酪
農
家
が
か

つ
て
な
い
経
営
危
機
に

直
面
し
て
お
り
、
自
民

党
農
政
の
転
換
へ
力
を

つ
く
す
と
強
調
。
千
田

氏
は
、
産
婦
人
科
と
小

児
科
の
医
師
不
足
解
消
、

コ
ロ
ナ
の
検
査
・
医
療

体
制
の
充
実
に
取
り
組

む
と
話
し
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
県
議
団

は
16
日
、
12
月
県
議
会

（
25
日
～
12
月
8
日
）

に
向
け
て
、
恒
例
の
「
県

政
要
望
を
聞
く
会
」
を

開
き
ま
し
た
。
11
の
労

働
組
合
、
民
主
団
体
が

参
加
し
ま
し
た
。

冒
頭
に
斉
藤
信
県
議

団
長
が
９
月
県
議
会
の

論
戦
と
成
果
、
新
型
コ

ロ
ナ
対
策
な
ど
現
状
と

課
題
に
つ
い
て
報
告
。
各

団
体
か
ら
要
望
を
聞
き

ま
し
た
。

「
会
計
年
度
任
用
職

員
の
賃
金
改
善
は
来
年

度
か
ら
と
な
っ
て
い
る
が
、

正
職
員
と
の
格
差
が
あ

り
、
今
年
度
か
ら
の
賃

上
げ
を
」
（
自
治
労
連
・

県
医
労)

、
「マ
イ
ナ
ン
バ
ー

と
健
康
保
険
証
を
一

体
に
す
る
動
き
に
つ
い
て
、

反
対
の
声
が
多
い
。
カ
ー

ド
リ
ー
ダ
ー
の
設
置
も

３
割
程
度
で
対
応
し
き

れ
な
い
。
物
価
高
騰
対

策
へ
の
支
援
策
を
」
（
保

険
医
協
会)

、
「
８
０
０
０

円
を
超
え
る
支
援
金
は

収
入
認
定
に
な
る
。
生

活
保
護
の
支
給
基
準
も

見
直
し
し
て
ほ
し
い
」

（
県
生
連)

、
「
院
内
保

育
所
は
処
遇
改
善
の
対

象
に
な
っ
て
い
な
い
」
（
医

労
連)

、
「
イ
ン
ボ
イ
ス
の

実
施
で
小
規
模
事
業
者

は
廃
業
に
な
る
。
中
止

し
て
ほ
し
い
」（岩
商
連)

、

「
子
ど
も
の
医
療
費
助

成
の
高
校
生
ま
で
の
現

物
給
付
化
、
学
校
給
食

費
の
無
償
化
を
」
（新
婦

人
）
な
ど
切
実
な
要
望

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
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（左から）千田、山下、斉藤、高田の各氏

二代藤原基衡

の妻が造営した

寺院の遺跡が観

自在王院跡です。

約8,712坪の敷地

はテニスコートで

110面に相当しま

す。観自在王院

跡から金鶏山を望み、舞鶴池を中心に北に

大阿弥陀堂、小阿弥陀堂がありました。毛越

寺との間には玉石を敷き詰めた牛車を止め

た車宿り跡も見ることができます。

吾妻鑑によると「観自在王院〔阿弥陀堂〕は、

基衡の妻〔安倍宗任の娘〕の建立。四方の壁

に京都の霊場名所を描き、仏壇は銀塗り。周

囲の手すりは金メッキ…」（現代語訳）とありま

す。

ホテルの支配人によると、「コロナ前」は、欧

州から若い女性が訪れ、毛越寺庭園とともに、

観自在王院跡を散策していたそうです。

平泉の遺跡は、「滅亡」により、のちに田畑と

なり地中に保存されることになったのです。観

自在王院跡も水田でした。観自在王院跡は

平泉歌舞伎やコンサート、産業まつりなど、町

の大きなイベント会場でもありました。

平泉町議 三枚山光裕

写真上が毛越寺庭園、下が観自

在王院跡。写真提供/千葉信胤氏

山下副委員長



９
条
改
憲
Ｎ
Ｏ
！
全

国
市
民
ア
ク
シ
ョ
ン
岩

手
の
会
は
21
日
昼
、
盛

岡
市
で
９
条
改
憲
や
大

軍
拡
に
反
対
す
る
定
例

の
デ
モ
行
進
に
取
り
組

み
ま
し
た
。
約
１
０
０
人

が
参
加
し
、
「
岸
田
政

権

早
期
退
陣
を
」
と

書
か
れ
た
横
断
幕
で
ア

ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

出
発
前
に
憲
法
改
悪

反
対
県
共
同
セ
ン
タ
ー

の
渋
谷
靖
子
さ
ん
は
、

寺
田
総
務
相
が
20
日

に
更
迭
さ
れ
、
岸
田

政
権
の
閣
僚
が
１
カ

月
で
３
人
も
辞
任
し

た
と
指
摘
。
岸
田
首

相
は
任
命
責
任
を
取

る
べ
き
だ
と
訴
え
ま

し
た
。

岸
田
政
権
が
軍
事

費
を
増
や
し
続
け
、
物

価
高
騰
か
ら
国
民
の
生

活
を
守
る
対
策
を
示
さ

な
い
な
ら
、
「
退
陣
す
る

し
か
な
い
」
と
力
を
込
め

ま
し
た
。

平
和
環
境
県
セ
ン
タ
ー

の
佐
藤
工
議
長
は
「
私

の
祖
父
は
25
歳
で
戦
死

し
た
。
遺
骨
も
な
い
。

『
戦
争
す
る
国
づ
く
り
』

を
や
め
さ
せ
よ
う
」
と

強
調
。
県
生
協
連
の
吉

田
敏
恵
専
務
理
事
は

「
軍
拡
の
た
め
の
増
税
な

ん
て
論
外
だ
」
と
批
判

し
ま
し
た
。

参
加
者
ら
は
「
敵
基

地
攻
撃

憲
法
違
反
」

「
政
治
腐
敗
を
一
掃
し

よ
う
」
な
ど
と
唱
和
し
、

繁
華
街
を
練
り
歩
き
ま

し
た
。

「
介
護
の
日
」
の
11
日
、

岩
手
社
保
協
、
い
わ
て

の
介
護
を
良
く
す
る
会

は
盛
岡
市
で
介
護
保
険

制
度
の
改
善
を
求
め
る

宣
伝
を
し
ま
し
た
。
介

護
事
業
所
の
職
員
ら
も

含
め
て
18
人
が
参
加
し
、

署
名
を
呼
び
か
け
ま
し

た
。マ

イ
ク
を
握
っ
た
社
保

協
の
鈴
木
露
通
事
務
局

長
は
、
岸
田
政
権
は
来

年
の
介
護
保
険
制
度
見

直
し
で
▽
利
用
料
の
原

則
２
割
へ
の
引
き
上
げ

▽
要
介
護
１
・
２
の
生

活
援
助
の
保
険
は
ず
し

▽
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
有
料

化
な
ど
を
狙
っ
て
い
る

と
指
摘
。
か
つ
て
な
い

改
悪
の
阻
止
へ
世
論
を

高
め
よ
う
と
述
べ
ま
し

た
。
良
く
す
る
会
の
鈴

木
幸
子
共
同
代
表
は
、

介
護
事
業
所
の
人
手

不
足
は
深
刻
だ
と
説

明
。
「
い
い
介
護
を
さ
せ

て
ほ
し
い
」
と
訴
え
、
介

護
従
事
者
の
給
与
引
き

上
げ
と
増
員
、
コ
ロ
ナ

感
染
症
対
策
の
強
化
を

求
め
ま
し
た
。

30
分
間
で
28
人
が
署

名
。
高
齢
の
女
性
は
「自

分
も
70
歳
を
過
ぎ
た
の

で
人
ご
と
じ
ゃ
な
い
。
介

護
保
険
を
こ
れ
以
上
悪

く
し
な
い
で
ほ
し
い
。
軍

事
費
だ
け
増
や
す
な
ん

て
ダ
メ
だ
」
と
語
り
ま
し

た
。
40
代
の
女
性
は
「祖

父
が
脳
卒
中
で
倒
れ
た

時
に
、
介
護
職
員
の
人

が
家
族
の
よ
う
に
世
話

を
し
て
く
れ
た
。
職
員
の

給
与
は
国
の
責
任
で
上

げ
る
べ
き
で
す
」
と
話
し

ま
し
た
。

岩
手
県
内
の
女
性
５

団
体
で
構
成
す
る
「ピ
ー

ス
ア
ク
シ
ョ
ン
い
わ
て
」

は
10
日
昼
、
盛
岡
市
の

盛
岡
地
裁
前
で
岸
田
政

権
の
９
条
改
憲
に
反
対

し
、
統
一
協
会
と
自
民

党
と
の
癒
着
解
明
を
求

め
る
宣
伝
に
取
り
組
み

ま
し
た
。

怒
り
を
示
す
赤
の
帽

子
や
マ
フ
ラ
ー
、
ウ
イ
ン

ド
ブ
レ
ー
カ
ー
を
身
に

着
け
た
21
人
が
参
加
。

雨
が
降
る
な
か
、
横
断

幕
や
プ
ラ
カ
ー
ド

を
持
っ
て
市
民
に
呼

び
か
け
ま
し
た
。

各
団
体
の
代
表
が

リ
レ
ー
ト
ー
ク
。
い

わ
て
女
性
・
九
条
の

会
の
伊
藤
慶
子
さ

ん
は
「
県
内
で
も
自

民
党
の
国
会
議
員

２
人
、
県
議
６
人
が

統
一
協
会
と
の
関

係
を
認
め
て
い
る
」

と
告
発
し
ま
し
た
。

新
婦
人
県
本
部
の
大

石
千
枝
子
さ
ん
は
、
国

は
大
軍
拡
を
や
め
、
学

校
給
食
無
償
化
な
ど
に

税
金
を
使
う
べ
き
だ
と

強
調
。
岩
手
医
労
連
の

五
十
嵐
久
美
子
さ
ん
は
、

医
師
・
看
護
師
不
足
を

解
消
し
な
け
れ
ば
コ
ロ

ナ
第
８
波
に
対
応
で
き

な
い
と
訴
え
ま
し
た
。

参
加
者
ら
は
声
を
合

わ
せ
、
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平

等
実
現
し
よ
う
」
「
子
ど

も
に
笑
顔
の
政
治
を
つ

く
ろ
う
」と
コ
ー
ル
。
自

転
車
に
乗
っ
た
男
子
高

校
生
ら
が
注
目
し
ま
し

た
。
通
り
か
か
っ
た
47
歳

の
女
性
＝
病
院
事
務
＝

は
「
親
か
ら
虐
待
を
受

け
た
信
者
２
世
は
、
と

て
も
苦
し
い
思
い
を
し
て

い
る
。
自
民
党
は
安
倍

元
首
相
と
統
一
協
会

と
の
関
係
を
明
ら
か
に

す
べ
き
で
す
」
と
話
し
ま

し
た
。

日
本
共
産
党
の
千
田

美
津
子
県
議
は
、
10
月

18
日
の
県
議
会
総
括
質

疑
で
、
医
師
・看
護
師
の

確
保
、
周
産
期
医
療
体

制
の
充
実
・
強
化
を
取

り
上
げ
ま
し
た
。

県
内
の
周
産
期
医
療

に
つ
い
て
、
達
増
拓
也
知

事
は
「
産
科
診
療
所
に

つ
い
て
も
医
師
の
高
齢

化
の
進
行
や
後
継
者
不

足
等
に
よ
り
、
分
娩
取

ぶ
ん
べ
ん

扱
を
断
念
せ
ざ
る
を
え

な
い
施
設
の
増
加
が
懸

念
さ
れ
、
地
域
に
お
け

る
産
科
診
療
体
制
を

確
保
し
て
い
く
こ
と
は

重
要
な
課
題
。
県
は
令

和
２
（２
０
２
０
）年
度
か

ら
地
域
枠
養
成
医
師
に

対
す
る
新
た
な
特
例
措

置
の
開
始
や
医
療
局
奨

学
金
に
特
別
貸
付
枠
を

設
定
し
、
引
き
続
き
産

科
医
の
確
保
に
取
り
組

む
」と
述
べ
ま
し
た
。

千
田
県
議
は
花
巻
市

が
取
り
組
ん
で
い
る
「赴

任
産
科
医
師
へ
の
独
自

助
成
」
の
取
り
組
み
を

紹
介
す
る
と
と
も
に
、

正
常
分
娩
や
リ
ス
ク
の

低
い
分
娩
は
一
次
医
療

機
関
で
担
う
べ
き
で
あ

り
、
一
次
医
療
機
関
の

再
開
に
県
は
力
を
入
れ

る
べ
き
だ
と
提
言
し
ま

し
た
。

県
側
は
、
分
娩
取
扱

医
療
施
設
が
な
い
市
町

村
で
、
新
規
に
開
設
、

新
た
に
常
勤
医
師
を
確

保
す
る
場
合
、
施
設
整

備
の
支
援
を
実
施
し
て

い
る
と
述
べ
ま
し
た
。

（２）２０２２年１１月２７日（日） 第８３２号新 い わ て

市民アクション岩手の会がデモ行進

「介護の日」の宣伝

民
青
同
盟
岩
手
県

委
員
会
は
６
日
、
全

国
大
会
（25
～
27
日
）

に
向
け
て
県
代
表
者

会
議
を
行
い
、
そ
の

後
す
ぐ
に
街
頭
宣
伝

に
踏
み
出
し
ま
し
た
。

６
人
の
参
加
者
が
２
人

１
組
で
シ
ー
ル
ア
ン
ケ
ー

ト
を
呼
び
か
け
。
「
平

和
」
「
学
問
・
教
育
」「
く

ら
し
」
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平

等
」
な
ど
８
項
目
が
書

か
れ
た
「
あ
な
た
が
実

現
さ
せ
た
い
憲
法
の
条

文
は
？
」
と
い
う
ボ
ー

ド
を
持
ち
、
対
話
に
取

り
組
み
ま
し
た
。
16
人

と
対
話
し
、
う
ち
７
人

と
「加
盟
よ
び
か
け
文
」

を
読
み
、
話
し
合
う
中

で
、
１
人
の
学
生
が
加

盟
し
ま
し
た
。

19
日
に
は
、
滝
沢
市

内
で
食
料
支
援
を
行
い

ま
し
た
。
県
立
大
や
盛

岡
大
の
学
生
が
訪
れ
、

食
料
品
や
日
用
品
を

受
け
取
り
ま
し
た
。
物

価
高
騰
が
学
生
生
活

を
直
撃
し
、
看
護
学
部

の
学
生
は
「
感
染
対
策

上
、
実
習
前
の
ア
ル
バ

イ
ト
が
禁
止
さ
れ
て
い

て
、
生
活
は
本
当
に
苦

し
い
」
と
語
り
、
経
済

学
専
攻
の
学
生
は
、

「
格
差
が
広
が
り
環
境

問
題
に
対
応
で
き
な
い

社
会
で
い
い
の
か
」
と
、

民
青
の
活
動
に
関
心

を
示
し
ま
し
た
。
ま
た
、

食
料
支
援
や
、
被
災

地
支
援
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
や
っ
て
み
た
い
な

ど
、
社
会
活
動
へ
の
参

加
意
欲
も
表
明
さ
れ

ま
し
た
。

20
日
の
日
本
共
産
党

演
説
会
後
に
は
２
人
が

加
盟
し
、
年
間
同
盟

員
拡
大
目
標
の
10
人

を
達
成
し
ま
し
た
。

食料支援で対話・懇談

ピースアクションいわての宣伝


